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取り組み概要
⽇時：2020年10⽉より試験運⽤中
場所：吹⽥地区各研究室（順次拡⼤中）
組合員の反応：「⾃分たちで選んだ商品がすぐに
使えて便利！」「実際に⽣協のお店まで⾏って、
商品を選べるのが楽しい！」などの声が集まった。

POINT.1
Lab.CO-OPとは、研究室に設置する24時間購⼊可能な購買スペー

スのことで、購買⼯学部店の⾷品の中から⾃分たちでラインナップを
決めて運⽤します。週1回〜⽉1回の頻度で、いつもの⾷堂や購買の帰
りに受け取るだけで研究室内に⾷料品を揃えることができます。ボッ
クスや冷蔵庫は無償でレンタルできるので初期費⽤はかかりません。
このように、各研究室では、組合員が主体となり「運営」「利⽤」す
るシステムが構築されています。

組合員主体の利⽤

POINT.2

研究室の教員にも訪問し、新たなつながりができていることもこの
取り組みの教訓的なポイントです。院⽣組合員の多くは研究室を中⼼
とした⼤学⽣活を送っています。研究室をベースとして⼤学⽣協がつ
ながり、「⾃らの⼿で、⾃らの必要なお店を作る」という仕組みを作
ることで、⽣協と院⽣組合員のつながりやコミュニケーションが⽣ま
れます。
より多くの研究室とつながりを⽣み出し、より多くの院⽣組合員や

教職員組合員が、本取り組みや⼤学⽣協の運営に参加する仕組みを作
ることを意識した運営の⼯夫がなされています。

背景や概要：研究室の中に、お菓
⼦・⾷品・飲料等を提供できるコー
ナーを設置し、購買・⾷堂ではカ
バーしづらい時間帯や需要に対応す
ることで、院⽣の⾷⽣活を補助する。

ご質問や[ Kʼs NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください︕

ブロック学⽣事務局 [ 中村 憲太郎 ] 
Nakamura.Kentarou@univ.coop

POINT.3
⼿順としては、まず「Lab.CO-OP」商品リストを、
研究室メンバーで話し合って作成・発注します。次に、研究室メンバーが
店舗まで商品を取りに⾏き、各研究室の「Lab.CO-OP」に補充します。そ
して、各研究室に所属する組合員が商品を購⼊し、代⾦はLINEPayの⼆次
元コード決済を利⽤して⽣協へ⽀払われます。
実際に店舗まで⾜を運んでもらい、商品の受け取りを⾏うことで、⼤学

⽣協購買の利⽤や、⼤学⽣協の認知・運営への参加を⾏うことができるだ
けでなく、各研究室での購買⾏動履歴や需要の変化に合わせて商品リス
ト・発注数を随時⾒直し、ロスが⽣まれないように、⾃らの⼿で運営して
いく仕組みとなっています。

共同運営のスキーム
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院⽣と⽣協のつながり


